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Ⅰ 令和７年度 家庭に関する学科卒業者の進路状況調査の概要 

 

１ 調査の目的  家庭に関する学科の卒業者の進路状況を経年的に把握し、関係団体への就職や

入学者選抜に関わる要望書を作成して、要請していくための基礎資料とする。

また、今後の進路指導に活用する。 

２ 調査の実施  令和７年７月 

３ 調査の対象 会員校のうち、令和７年度家庭に関する学科（保育系を含む）を設置する高等学校

（210 校 249学科）の令和６年度卒業者（令和７年３月卒業） 

[家政・生活文化系 147、食物・調理系 73、被服・服飾デザイン系 21、保育系 8] 
※数字は学科数 

４ 調査回答校  207校 243学科 （8,733人） 回答率：98.6％ 

５ 調 査 方 法  ①進路状況（学科単位）…質問紙を配付し、Web上での回答 

         ②就職・進学における課題（学校単位）…Webアンケート 

６ 主な調査内容 ① 就職者と学科関連の就職の状況 

② 進学者と学科関連の進学の状況及び推薦入学の状況 

７ 調査の分析方法  回答のあった 207校 243学科を、小学科単位で①家政・生活文化系、②食物・ 

調理系、③被服・服飾デザイン系、④保育系に分類し、学科系でその傾向を分析する。

なお、調査回答校の学科別概要は次のとおり。 

 分類 学科数 割合 生徒数 割合 

 ①家政・生活文化系学科 146  60.1％  5,260  60.2％  

 ②食物・調理系学科 69  28.4％  2,572  29.5％  

 ③被服・服飾デザイン系学科 20  8.2％  624  7.1％  

 ④保育系学科 8  3.3％  277  3.2％  

学科別卒業者の割合

 

８ 調査用紙   P.10参照 

①家政・生活文化系学科 60.2%

②食物・調理系学科 29.5%

③被服・服飾デザイン系学科 7.1%

④保育系学科 3.2%



Ⅱ 調査の結果 

１ 家庭に関する学科卒業者の進路状況 

(1) 家庭に関する学科の令和６年度卒業者の進路状況（全体） 

 

※国公立大学 35人（前年度 17人）、国公立短期大学 43人（前年度 26人） 

 

(2) 家庭に関する学科卒業者の進路状況の推移（平成 30～令和６年度） 
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(3) 学科別の進路状況（割合） 

 

 

(4) 進路における学科と関連した進学・就職の有無の状況（割合） 
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２ 家庭に関する学科卒業者の進学状況 

(1) 学科に関連した進学の状況（学科との関連・推薦、：割合） 

①４年制大学 

 

 

②短期大学・高専 
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③専修学校・各種学校 

 

 

 

３ 家庭に関する学科卒業者の就職状況 

(1) 学科別の県内・県外就職状況（割合） 

 

 

 

50.4%

56.0%

55.3%

53.6%

48.5%

6.2%

2.0%

5.7%

4.3%

6.9%

43.4%

42.0%

39.0%

42.1%

44.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学科全体

④保育系学科

③被服・服飾デザイン系学科

②食物・調理系学科

①家政・生活文化系学科

関連あり推薦 関連あり推薦以外 関連なし

79.8%

80.0%

90.2%

68.6%

88.4%

20.2%

20.0%

9.8%

31.4%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学科全体

④保育系学科

③被服・服飾デザイン系学科

②食物・調理系学科

①家政・生活文化系学科

県内就職 県外就職



(2) 学科に関連した就職の状況（割合） 

 

 

 

(3) 学科と関連した就職者の職種内訳（割合） 
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(4) 学科と関連しない就職者の職種内訳（割合） 

 

 

４ 令和７年３月卒業生の就職・進学における課題（選択肢による回答、複数回答可） 

(1) 就職         n=205 

課題 回答校数 割合 

社会人、職業人としての基礎的資質・能力の育成 125  61.0%  

勤労観・職業観の醸成 101  49.3%  

生徒の希望する職種・地域と求人とのミスマッチ 81  39.5%  

インターンシップや企業訪問等の確保 42  20.5%  

【その他】4 
・ 地方の食産業や福祉業界の待遇（賃金が低いなど）格差の課題 
・ 服飾デザイン科の生徒の専門を生かせる求人が少ない。 
・ 専門学科で学んだことを生かす職種・企業からの求人が少ない。 
・ 生活関連産業における給料（収入）が低い傾向にあるため、自身の専門性を活かしていきたいが収入の

高い職業に就く傾向がある。また、結婚を期に退職することが多い。しかし、子育て後は、生活関連産
業に従事する卒業生も一定数いる。 

(2) 進学         n=205 

課題 回答校数 割合 

基礎学力の向上 148  72.2%  

生徒の進路意識・進学意識の醸成 96  46.8%  

経済的理由による進学の断念、進路の変更 64  31.2%  

入試制度改革に伴う変更や選抜方法の多様化に対応した進学指導の在り方 66  32.2%  

学科の学びや家庭科技術検定に対する周知と評価 67  32.7%  

奨学金の返還も含めた制度活用に対する周知 43  21.0%  

【その他】4 
・ 県内に家庭科の教員免許を取得できる大学がない。 
・ 大学における、専門高校出身者向けの授業の設定 
・ 管理栄養士養成へ進んだ生徒の大学授業での化学等の学力不足 
・ 被服系の学部については県内に無く、通学できず、地元から離れなければならなくなる。また、栄養

士系の学部については、学習レベルの不均衡が挙げられる。 
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料
等
の
減
免
や
奨
学
金
制
度
の
充
実
等
、
経
済
的
優
遇
措
置
の
一
層
の
拡
充
。 

  

以
上
の
三
項
目
に
つ
き
ま
し
て
、
重
点
事
項
と
し
て
要
望
い
た
し
ま
す
。 

特
に
、
今
後
の
入
学
者
選
抜
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
一
及
び
二
に
つ
い
て
、
特
段
の
配
慮
を
重
ね
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

Ⅲ 家庭に関する学科卒業者の入学者選抜並びに採用についての要望書 

１ 大学・短期大学への要望書 

２ 専門学校への要望書 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月  日 提 出 先 機 関  住    所 電 話（ＦＡＸ） 会 長 名 事務局長 

１ 
10月１日

（水） 
国立大学協会 

〒101-0003 

千代田区一ツ橋 2-1-2 

学術総合センター４階 

４２１２－３５１７ 

（４２１２－３５１９） 
藤井 輝夫 村田 善則 

２ 
10月１日

（水） 
公立大学協会 

〒100-0013 

千代田区霞が関 3-8-1 

虎の門三井ビル B106 

３５０１－３３３６ 

（３５０１－３３３７） 
浅井 清文 中田 晃 

３ 
10月１日

（水） 
日本私立大学連盟 

〒102-0073 

千代田区九段北 4-2-25 

私学会館別館７階 

３２６２－２４２０ 

（３２６２－２４４１） 
田中 愛治 山下 隆一 

４ 
10月８日

（水） 
日本私立大学協会 

〒102-0073 

千代田区九段北 4-2-25 

私学会館別館９階 

３２６１－７０４８ 

（３２６１－０７６９） 
小原 芳明 小出 秀文 

５ 
10月１日

（水） 
全国公立短期大学協会 

〒101-0047 

千代田区内神田 3-5-5 

大同ビル 3階 

６２０６－０５３５ 

（６２０６－０５３６） 
栁沢 幸治 塚越 義行 

６ 
10月１日

（水） 
日本私立短期大学協会 

〒102-0073 

千代田区九段北 4-2-25 

私学会館別館６階 

３２６１－９０５５ 

（３２６３－６９５０） 
麻生 隆史 河本 雅弘 

７ 
10月１日

（水） 

全国専修学校 

各種学校総連合会 

〒102-0073 

千代田区九段北 4-2-25 

私学会館別館１１階 

３２３０－４８１４ 

（３２３０－２６８８） 多
おおの

 忠貴 原田大五郎 

８ 
10月１日

（水） 
全国中小企業団体中央会 

〒104－0033 

中央区新川 1－26－19 

全中・全味ビル 

３５２３－４９０１ 

（３５２３－４９０９） 
森 洋 田上 宏

ひろ

運
みち

 

令
和
七
年
十
月
吉
日 

 

家
庭
に
関
す
る
学
科
で
学
ぶ
生
徒
の
採
用
に
関
す
る
要
望
書 

 

全
国
高
等
学
校
長
協
会
家
庭
部
会 

理
事
長 

 

髙
木 

伸
一 

同 
 

進
路
調
査
研
究
委
員
会 

委
員
長 

 

相
澤 

直
幹 

 

家
庭
に
関
す
る
学
科
に
お
い
て
は
、
将
来
の
生
活
産
業
を
担
う
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
し
、

知
識
・
技
術
の
習
得
は
も
と
よ
り
、
学
習
の
定
着
を
よ
り
確
実
に
す
る
た
め
、
公
益
財
団
法
人
全
国
高
等

学
校
家
庭
科
教
育
振
興
会
主
催
、
文
部
科
学
省
後
援
に
よ
る
家
庭
科
技
術
検
定(

被
服
製
作
技
術
検
定
、

食
物
調
理
技
術
検
定
、
保
育
技
術
検
定
）
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
課
題
研
究
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
体
験
的
な
学
習
を
重
視
し
て
、
実
践
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
ん
で
お
り
ま
す
。
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
は
、
衣
食
住
・ 

保
育
や
福
祉
と
い
っ
た
、
人
々
の
生
活

に
密
接
に
関
係
し
た
学
び
か
ら
得
た
専
門
性
を
活
用
し
て
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
も
の
づ
く
り
や
ヒ
ュ
ー

マ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
熱
意
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
人
間
生
活

の
基
本
を
真
摯
に
学
ぶ
若
者
に
対
し
て
就
業
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
の
切
実
な
願
い
で

あ
り
ま
す
。 

貴
団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
就
職
希
望
者
が
自
ら
の
進
路
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
都
道
府
県
下
の
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、
求
人
や
採
用
に
際
し
て
、
左
記
の
事
項
に
特
段
の
ご
高
配
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会
家
庭
部
会
の
総
意
に
よ
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

記 

 

一 
 

家
庭
に
関
す
る
学
科
で
学
ぶ
生
徒
が
希
望
を
も
っ
て
社
会
に
踏
み
出
せ
る
よ
う
、
生
活
産
業

に
関
わ
る
企
業
等
に
お
け
る
採
用
枠
の
拡
大
及
び
安
定
的
な
採
用
。 

 

二 
 

採
用
選
考
に
お
い
て
、
家
庭
科
技
術
検
定
、
課
題
研
究
や
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の

成
果
を
尊
重
・
重
視
し
た
評
価
の
導
入
並
び
に
推
進
。 

 

３ 全国中小企業中央会（企業）への要望書 

Ⅳ 入学者選抜並びに採用についての要望書の提出先 


